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木曽川水系の水利用における現状と課題
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現在の水利用と水源施設の概要

 昭和３０年代以降、木曽川水系では牧尾ダム、岩屋ダムなど主に木曽川において水源施設の整備が進められ、近年では木曽
川に阿木川ダム、味噌川ダム、長良川に長良川河口堰、揖斐川に徳山ダムが完成している。

 現在、徳山ダムの水を木曽川等に導水する木曽川水系連絡導水路が事業中であるが、ダム検証の対象となっている。

木曽川大
堰

■各水源施設と現在の供給区域
配色 水源施設

①牧尾、阿木川、味噌川ダム系

②岩屋ダム系

③長良川河口堰系

④＝①＋②

⑤＝①＋③

⑥三重用水系

⑦徳山ダム系

取水位置から
供給先

流域界

供給エリア

【目的】
・水道用水（岐阜県、愛知県、名古屋市）
・工業用水（愛知県）
・洪水調節、流水の正常な機能の維持
・発電（長野県）

味噌川ダム
（平成８年12月管理開始）

【目的】
・水道用水（愛知県、三重県、名古屋市）
・工業用水（愛知県、三重県）
・洪水疎通能力の増大
・塩害防除、流水の正常な機能の維持

長良川河口堰
（平成７年４月管理開始）

【目的】
・水道用水（岐阜県、愛知県）
・工業用水（愛知県）
・洪水調節、流水の正常な機能の維持

阿木川ダム
（平成3年4月管理開始）

【目的】
・水道用水（三重県）
・工業用水（三重県）
・農業用水（三重県）

中里ダム
（平成５年４月管理開始）

水源施設の概要及び
供給区域

今渡ダム

犬山頭首工

木曽川大堰

揖
斐
川

長
良
川

木
曽
川

徳山ダム

横山ダム

西平ダム

木曽川水系連絡導水路
（ダム検証対象施設）

【目的】
徳山ダムで確保される水の導水
・水道用水（愛知県、名古屋市）
・工業用水（名古屋市）
・流水の正常な機能の維持（異常渇水

時の緊急水の補給）

岩屋ダム
（昭和５２年４月管理開始）

【目的】
・水道用水（岐阜県、愛知県、三重県、
名古屋市）
・工業用水（岐阜県、愛知県、三重県）
・農業用水（岐阜県）

・洪水調節
・発電（中部電力）

【目的】
・水道用水（岐阜県、愛知県）
・工業用水（愛知県、可児市）
・農業用水（岐阜県、愛知県）
・発電（関西電力）

牧尾ダム
（昭和３６年１０月管理開始）

【目的】
・水道用水（岐阜県、愛知県、名古屋市）
・工業用水（岐阜県、名古屋市）
・揖斐川沿岸の横山ダムかんがい用水
の代替補給

・洪水調節、流水の正常な機能の維持
（異常渇水時の緊急水の補給を含む）
・発電（中部電力）

徳山ダム
（平成２０年４月管理開始）

2

木曽川水系
連絡導水路

事業中



木曽川水系

3

生活用水(上水道)の供給系統（現況）

注) 供給区域や取水･導水･送水施設、浄水場は、以下の資料をもとに図化した。
愛知県営水道･工業用水道事業概要図、北勢水道事務所管内図、名古屋市上水道配水区域図、(独)水資源機構中部支社管内図、愛知用水リーフレット、木曽川用水リーフレット、三重用水リーフレット
図中の円グラフは各市町村水道の水源別取水量(m3/s)で、2009(H21)～2018(H30)年度の年間取水量平均値を以下の資料から算出した。
岐阜県における水道の概況、愛知県の水道、三重県の水道概況

県水道 57%
地下水 36%尾張地域

県水道 91%
地下水 6%

愛知用水地域

県水道 88%
地下水 0%

県水道 37%
地下水 46%

岐阜県東部上水地域

北中勢地域



木曽川水系
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工業用水の供給系統（現況）

注) 供給区域や取水･導水･送水施設、浄水場は、以下の資料をもとに図化した。
可茂工業用水道事業管路図、愛知県営水道･工業用水道事業概要図、北勢水道事務所管内図、なごやの工業用水道、(独)水資源機構中部支社管内図、愛知用水リーフレット、木曽川用水リーフレット、三重用水リーフレット
図中の円グラフは工業用水の各市町村別用水量(m3/s)で、2009(H21)～2018(H30)年の年間用水量平均値を以下の資料から算出した。
岐阜県工業統計調査年報、愛知県工業統計調査年報、三重県工業統計調査年報

工業用水道 67%
井戸水 20%

工業用水道 93%
井戸水 4%

尾張地域

愛知用水地域

工業用水道 14%
井戸水 14%

可茂工業地域

工業用水道 86%
井戸水 9%

北中勢地域



木曽川水系
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農業用水の供給系統（現況）

注) 受益地や取水･導水･送水施設、用水路は、以下の資料をもとに図化した。
東海農政局資料、岐阜県資料、愛知用水リーフレット、木曽川用水リーフレット、三重用水リーフレット

牧尾ダムからの取水が約94%

用水名 許可水量（m3/s） ダム掛水利権

岩屋ダム

5.480

牧尾ダム

20.184

徳山ダム

7.860

中里ダム等

5.000

愛知用水 21.514

国営濃尾用水 51.060

木曽川用水（濃尾第二地） 25.630

木曽川用水（木曽川右岸地区） 7.000

三重用水 5.000

西濃用水 21.570

付知川用水 1.630

長良川用水 12.600



 水利用が集中している木曽川においては、平成元年以降２６回の取水制限が行われています。

 この地域の市民生活や社会経済活動に大きな影響を与えた平成６年渇水以降において、新たな水源施設として長良川河口堰、
味噌川ダムが完成し、給水が開始されましたが、渇水による取水制限が頻繁に行われています。

木曽川の取水制限の実績

岩屋ダム

平成１７年６月２８日

平成１７年

阿木川ダム

平成６年８月１６日

平成6年

：取水制限実施期間

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上水 工水 農水

H元 - - - -

H2 32 10 20 20
H3 - - - -
H4 51 10 20 20
H5 27 15 20 20
H6 166 35 65 65
H7 210 25 50 50
H8 43 20 20 20
H9 7 5 10 10
H10 - - - -
H11 9 5 10 10
H12 78 25 50 65
H13 143 20 40 40
H14 74 20 40 40
H15 - - - -
H16 33 15 30 30
H17 177 25 45 50
H18 - - - -
H19 - - - -
H20 18 10 20 20
H21 - - - -
H22 - - - -
H23 - - - -
H24 5 5 10 10
H25 16 10 15 15
H26 14 5 10 10
H27 - - - -
H28 - - - -
H29 6 5 10 10
H30 - - - -
R1 88 10 20 20
R2 - - - -

渇水
発生
年度

取水制限期間

日数

最高取水制限率
(％)期間

H3.4月
阿木川ダム

管理開始

H7.4月
長良川

河口堰

管理開始

H8.12月
味噌川ダム

管理開始

H20.4月
徳山ダム

管理開始

牧尾ダム 岩屋ダム

平成６年８月１日平成６年８月４日

過去に発生した水供給リスクの事例(渇水)
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渇水時におけるダムの状況
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過去に発生した水供給リスクの事例(渇水)
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渇
水

近20年間で最低貯水率

 牧尾・岩屋・阿木川に加え、平成８年に味噌川ダムが完成し、4ダムによる運用が始まったことで、利水安全度は向上しているが、
平成１７年には最低貯水率が約１４％まで低下。

 平成１８年以降も渇水による取水制限は頻繁に実施（H20、H24、H25、H26、H29、R1)されている。
注)取水制限の実施は、当該時期の需要量や降雨予測、ダム貯水量等の状況に応じ、関係者がその都度協議して決定している。

※利水容量のデータについて試験湛水中のデータは採用せず、阿木川ダムはH4から、味噌川ダムはH9からのデータを採用している。

2ダム

（牧尾・岩屋）

3ダム

（牧尾・岩屋・阿木川）

４ダム

（牧尾・岩屋・阿木川・味噌川）ダム合計利水容量
12,990万m3（H元～3）

15,190万m3（H4～8）

18,290万m3（H9～）

（内 訳）
牧尾 6,800万m3

岩屋 6,190万m3

阿木川 2,200万m3

味噌川 3,100万m3

：味噌川ダム完成前
：味噌川ダム完成後

各
年
の
最
低
貯
水
率
（
％
）

取水制限実施
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愛知県

岐阜県

三重県

揖
斐
川

木
曽
川

長
良
川

名古屋市

節水対象市区町村※7

減圧給水実施市区町村※7

時間給水実施市町村※7

既存施設による供給市町村

 平成６年渇水時には市民生活・社会経済活動に大きな影響を与えた。

〇水道用水

・知多半島等の9市5町で最長19時間の断水※1

・瀬戸市等の約380,000戸で一時的に断水※1

・岐阜県内の約600戸で断水、約2,700戸で出水不良※2

・名古屋市内の約75,000戸で出水不良※3

〇工業用水

・愛知県で操業短縮による減産分等により、約303億円※4の被害発生

・三重県で生産調整や操業短縮により約150億円※5の被害発生

・生産ラインの一部停止

・タンクローリーによる水運搬

〇農業等

・愛知県で農水産物や街路樹で約25億円※6の被害発生

・三重県で農林水産物や家畜等で約10億円※5の被害発生

・岐阜県で農林水産物や家畜・街路樹等で約28億円※2の被害発生

・送水量絞込み、通水時間短縮

・配水操作（分水パルプ、給水栓)に対する労力負担増大

○その他被害

・魚貝類のへい死

・長良川鵜飼の上流区間での公演中止

・木曽川ライン下り運休

（※1 出典：水資源開発分科会資料）
（※2 出典：岐阜県調べ）
（※3 出典：名古屋市調べ）

（※4 出典：中部通産局調査）
（※5 出典：三重県調べ（工水「アンケート調査等による試算値」、農業「県全体での被害額（猛暑による被害を含む）」）
（※6 出典：愛知県調べ（県全体での被害額））

（※7 出典：水マネジメント懇談会資料をもとに作成）

平成６年の渇水被害①
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 平成6年渇水時には地下水位が大きく低下したことにより、海抜ゼロメートル地帯を含む約733km2 と濃尾平野の広域にわ
たり、年間1cm以上（最大5cm）の地盤沈下が発生しました 。

出典：『平成27年における濃尾平野の地盤沈下の状況』に一部加筆

出典：平成６年における濃尾平野の地盤沈下の状況（平成7年8月・東海三県地盤
沈下調査会）に中部地方整備局が着色加筆

平成６年の地盤沈下の状況

出典：『第３回 木曽川水系連絡導水路事業の関係地方公共団体からなる検討の場（幹事会）』より

濃尾平野の地盤沈下（H6渇水事例）

最大で約５㎝沈下

年間１㎝以上の沈下面積

凡例

年間1cm以上（約733km2）

年間2cm以上（約77km2）

9
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濃尾平野の地下水位（H6渇水事例）

 平成6年渇水では、地下水の使用量（揚水量）は平年並でしたが、渇水による河川流量の減少により、地下水位が大き
く低下しました。

 地下水位の低下に伴って、地盤沈下が進んだと考えられます。

地下水規制地域内の地下水揚水量の推移

出典：『東海三県地盤調査会30年誌』

※地下水位変動量は、各観測所の1/1の値を0mとして整理

平成６年の河川流量と地下水位変動量の状況（第２礫層（Ｇ２帯水層））

出典：『第３回 木曽川水系連絡導水路事業の関係地方公共団体からなる検討の場（幹事会）』より

※地下水位データ：国土交通省、愛知県データ（一部欠側あり）

観測所位置図

①

②

④⑤
⑥

⑦

③
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６月中旬
既得用水
自主節水

実施

8/226/17
6/8 6/13

7/7
7/11

7/14
8/3

8/5

 平成６年渇水において、取水制限を実施しない場合は、早期に岩屋ダム、牧尾ダム、阿木川ダムが枯渇し、ダムを水源とする水利権は取水
不能となる。

 実際には、木曽川水系緊急水利調整協議会による調整で、発電ダムからの協力放流や自流による既得水利権の節水等を行うことで、補給
が受けられたが、上水３５%、工水・農水６５％の厳しい取水制限となっている。

岩屋ダム貯水量の推移（H6渇水における対策）

●節水PR ●配水圧の調整 ●プール使用の制限 ●給水時間の制限

●雑用水の節水 ●生産調整･操業短縮

●回収･再利用の強化 ●タンカーによる水運搬

●生産ラインの一部停止 ●自己水源の限界利用

●送水量の絞込･通水時間の短縮 ●配水(分水ﾊﾞﾙﾌﾞ･給水栓)操作への労力増大

●間断通水(2日通水･1日断水)の実施 ●間断通水(2日通水･4日断水)の実施

33～最大35％ 20％ 10％

取水制限
（新規）

10％ 35～40％ 25％ 35～40 55～最大65％

10～17％ 20～25％ 30％

7/5

5～15％ 30～45％ 55～最大65％ 40％

自主 （最大60％） 自主

40％ 20％

20％

6/17 9/30赤水発生 106日間

自主 （最大35％） 自主

10/166/11 出水不良 148日間

9/306/17 6/24
一時断水 計96日間
（最大19時間/日）

(新規)

(既得)

工業用水
受水者の
主な対応

受水者の
主な対応

農業用水

取
水
制
限

(新規)

(既得)

生活用水
（水道）

利用者
の障害

水道事業者
の主な対応

取
水
制
限

岩屋ダムの貯水量変化（H６渇水事例）

ダム枯渇

３ダム枯渇のため、発電ダムからの協
力放流、味噌川ダムの試験湛水容量
からの放流を実施

流況改善のため、阿木川ダム
不特定補給 牧尾ダム・阿木川ダ

ム・岩屋ダム
統合運用

牧尾ダム・阿木川ダムの
統合運用

阿木川ダム
デット容量
からの補給

農水・工水の65％節水強化
上水の35%節水強化

11

もし、取水制限を実施していなければ、7月上旬

にダムが枯渇していたことが想定される。



12出典 国土審議会 水資源開発分科会木曽川部会 資料３（H22.6.17)

平成１７年渇水の概況①

 平成１７年の春から夏にかけて、中部管内では降水量が

平年の２割～４割しかなく、各河川の流量やダムの貯水

量は極端に減少。

 ダムの貯水量は平成６年の渇水時よりも速いペースで減

少し、過去最大の渇水被害が懸念された。

 揖斐川の支川の根尾川では瀬切れが発生し、漁協等に

より水たまりに取り残されたアユを救出。

 また、各河川でもアユの漁獲量の減少、鵜飼い船や船

下り等の運行が一部で運休。

 節水の厳しい一部の地域では噴水の停止、プールの使

用中止や給水バルブの減圧調整が行われた。

牧尾ダム上流、岩屋ダム上流における降雨量の比較

：平年値

：Ｈ６年

：平１７年値

：平年値：平年値

：Ｈ６年：Ｈ６年

：平１７年値：平１７年値

※牧尾ダムの平年値はS27～H16
岩屋ダムの平年値はS25～H16

渇水の概況

被害の状況

鮎の救出活動の状況（根尾川）
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平成１７年渇水の概況②

 渇水対応として、ダム枯渇による甚大な被害の発生を防止するため、木曽川水系緊急水利調整協議会を開催し、各利水者
との調整により、最大で上水25%、工水45%、農水50%の取水制限を実施。

 水道用水では水道事業者（市・町）がダムからの補給水の減量分を地下水で補ったり、大口利水者への節水を要請した。
 工業用水では、給水制限が実施され、地下水への転換や回収率向上の措置が取られた。農業では番水やポンプによる汲み

上げ等の対策を実施。
 さらに、貯水量が低下した牧尾ダム、岩屋ダムを温存するため、貯水量に余裕のある阿木川ダム、味噌川ダムから水を回す

４ダムの総合運用（プール運用※）を緊急的に実施し、ダムの枯渇を回避。

平成17渇水時の牧尾ダム貯水量運用実績

それでも

出典 国土審議会 水資源開発分科会木曽川部会 資料３（H22.6.17)

7/6 第3回緊急水利調整協議会

6/29 第2回緊急水利調整協議会
6/14 第1回緊急水利調整協議会5/24 5/29 6/3

4ダム運用（実績）

単純運用（節水有り）

単純運用（節水無し）

枯渇を回避

総合運用開始
6/15

総合運用解除

7/7

6/10 ダム枯渇

節水なし

節水あり

6/20 ダム枯渇

節水率

上水5％

工水10％

農水10％

農水10％

上水10％

工水20％

農水20％

節水率

工水30％

農水30％

節水率

上水15％

工水40％

農水40％

節水率

上水20％

工水45％

農水50％

節水率

上水25％

節水解除

7/15貯水量

(千m3)
35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

※ダム残貯水量の有効利用を図るため、木曽川上流ダム群を一体的運用し、なるべくダムが枯渇しないようにする。
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近年の渇水概況

令和元年渇水平成29年渇水
•愛知用水（牧尾ダム）において、最大水道用水10%、工業用水及び農業用水20%の

取水制限をおこなった。（冬季の降雪量が少なく、貯水量が６月中旬で平年の半分

程度となったことに起因する。）

• 愛知用水（牧尾ダム）において、最大水道用水5%、工業用水及び農業用水10%

の取水制限をおこなった。（６月中旬以降の降雨量が極端に少なく、貯水量が

６月下旬で平年の半分程度となったことに起因する。）

牧尾ダムの貯水量

が平年の半分程度

維持流量を確保する

ために補給を実施
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木曽三川の流況と取水量

 木曽三川における利水供給は木曽川が主であり、ダムからの供給は三県一市にまたがる。
 木曽川三川の許可水量は、木曽川の渇水流量※と同程度、長良川と揖斐川においては７割余に相当しており、水利用が木曽川

自流及びダム貯水量に極限まで依存していることを示している。

木曽川流域の概念図

163.72

木曽川、長良川、揖斐川の流況と取水量注）の関係

163.72

※渇水流量：1年の日流量を降順(大→小)に並べた355番目(下位から概ね10番目)の値。河川(自流)からの取水は、渇水

流量が流水の正常な機能の維持に必要な流量を上回る範囲で安定的に認められる。

注）取水量：許可水量（慣行届出を含む）の最大値、流量：各流況（平水、低水、渇水流量の１０年間（2009～2018年）平均値
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ダムからの供給の考え方

 木曽川水系は流量の変動が大きく、水道や工業用水等の水利用は、河川の流量だけでは不足する場合もある。
 このため、河川の流量が多い時にはダムに水を貯留し、河川の流量が少ない時（渇水時など）には、ダムから補給した水を取水し

ている。正常流量が確保できない場合は、不特定補給を行い、瀬切れ等の発生を防いでいる。

河川の流量(自流)
から取水

ダムからの
補給水を取水

流

量
ダムからの補給

ダムへの貯留

維持流量＋既得水利（農業用水等）

ダ
ム
に
よ
る

新
規
の
水
利
用

雪どけ 梅雨 台風

河川流量が多い
時にダムへ貯留

月 16

不特定補給で、
正常流量の確保

ダムから補給（利水＋不特定）

正常流量

の確保



木曽川上流ダム群の運用(シリーズ運用①)
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 木曽川上流ダム群（牧尾ダム、岩屋ダム、阿木川ダム、味噌川ダム）は古くに建設されたダムから順に補給を行うシリーズ運用
を行っている。

河川
流量

自流水利
取水

牧尾ダム
河川利用取水

↓
ダム補給・貯留

岩屋ダム
河川利用取水

↓
ダム補給・貯留

阿木川ダム
河川利用取水

↓
ダム補給・貯留

味噌川ダム
河川利用取水

↓
ダム補給・貯留

木曽川上流 ダム諸元一覧

ダム開発順位＝ダム補給・貯留順位

ダ ム 名 牧尾ダム 岩屋ダム 阿木川ダム 味噌川ダム

完 成 年 月 昭和36年3月 昭和52年3月 平成3年3月 平成8年11月

目 的 A.W.I.P F.A.W.I.P F.N.W.I F.N.W.I.P

形 式 ロックフィルダム ロックフィルダム ロックフィルダム ロックフィルダム

水 道 用 水 岐阜県(東濃地方) 岐阜県(中濃地方)

愛知用水
(愛知県：尾張東部・知多半島地域)

岐阜県(岐阜中流)

愛知県(尾張西部)

三重県(北中勢地方)

名古屋市 名古屋市

工 業 用 水

愛知用水
(愛知県：尾張東部・知多半島地域)

(岐阜県：東濃地方)

岐阜県(中濃地方)

愛知県(尾張西部)

三重(北中勢地方)

農 業 用 水 愛知用水 岐阜県(中濃地方)

愛知用水(愛知県：尾張東部・知多半島地域)

岐阜県(東濃・中濃地方)

愛知用水(愛知県：尾張東部・知多半島地域)

※ダム残貯水量の有効利用を図
るため、木曽川上流ダム群を一
体的運用し、なるべくダムが枯渇
しないようにする。

各ダム毎に利水
者・供給先が異な
るため、各ダム毎
に運用

ダムの枯渇が想
定される場合に
プール運用※


効率的な運用→表

		

																						岐阜県		水道用水		1.300		1.770		0.800		0.300

																								工業用水		0.500		4.330		0.0		0.0

																								農業用水		0.0		6.130		0.0		0.0

																						愛知県		水道用水		2.594		7.220		1.102		2.769

								ダム名 メイ		牧尾ダム マキオ		岩屋ダム イワヤ		阿木川ダム アギカワ		味噌川ダム ミソカワ								工業用水		5.911		6.300		2.098		0.731

								完成年月 カンセイネンゲツ		昭和36年3月 ショウワネンガツ		昭和52年3月 ショウワネンガツ		平成3年3月 ヘイセイネンガツ		平成8年11月 ヘイセイネンガツ								農業用水		20.18		0.0		0.0		0.0

								目的 モクテキ		A.W.I.P		F.A.W.I.P		F.N.W.I		F.N.W.I.P						三重県		水道用水		0.0		1.000		0.0		0.0

								形式 ケイシキ		ロックフィルダム		ロックフィルダム		ロックフィルダム		ロックフィルダム								工業用水		0.0		7.000		0.0		0.0

				利水 リスイ				水道用水 スイドウヨウスイ		岐阜県(東濃地方) ギフケントウノウチホウ		岐阜県(中濃地方) ギフケンチュウノウチホウ		岐阜県(東濃・中濃地方) チュウノウ								名古屋市		水道用水		0.0		11.940		0.0		0.500

										1.300　　		0.300　　		0.800　　		0.300　　								工業用水		0.0		0.0		0.0		0.0

										愛知用水
(愛知県：尾張東部・知多半島地域) アイチヨウスイアイチケンオワリトウブチタハントウチイキ				愛知用水(愛知県：尾張東部・知多半島地域) アイチヨウスイアイチケンオワリトウブチタハントウチイキ

										2.594　　				1.102　　		2.769　　

												岐阜県(岐阜中流) ギフケンギフチュウリュウ

												1.470　　

												愛知県(尾張西部) アイチケンオワリセイブ

												7.220　　

												三重県(北中勢地方) ミエケンホクチュウセイチホウ

												1.000　　

												名古屋市 ナゴヤシ				名古屋市 ナゴヤシ

												11.940　　				0.500　　

								工業用水 コウギョウヨウスイ		愛知用水
(愛知県：尾張東部・知多半島地域)
(岐阜県：東濃地方) アイチヨウスイアイチケンオワリトウブチタハントウチイキギフケントウノウチホウ				愛知用水(愛知県：尾張東部・知多半島地域) アイチヨウスイアイチケンオワリトウブチタハントウチイキ

										6.411　　				2.098　　		0.731　　

												岐阜県(中濃地方) ギフケンチュウノウチホウ										愛知用水(岐阜県：東濃地方) アイチヨウスイケントウノウチホウ

												4.330　　										0.500　　

												愛知県(尾張西部) アイチケンオワリセイブ

												6.300　　

												三重(北中勢地方) ミエホクチュウセイチホウ

												7.000　　

								農業用水 ノウギョウヨウスイ		愛知用水 アイチヨウスイ		岐阜県(中濃地方) ギフケンチュウノウチホウ

										20.184　　		6.130　　

								※１及び※２：岐阜東部上水道 オヨギフトウブジョウスイドウ

								発電用水 ハツデンヨウスイ		30.9m3/s		335m3/s		4.7m3/s		4.7m3/s

				有効貯水容量 ユウコウチョスイヨウリョウ						68,000千m3 セン		150,000千m3 セン		44,000千m3 セン		55,000千m3 セン

				洪水期容量配分 コウズイキヨウリョウハイブン				洪水調節容量 コウズイチョウセツヨウリョウ		-		50,000千m3 セン		16,000千m3 セン		12,000千m3 セン

								不特定容量 フトクテイヨウリョウ		-		-		6,000千m3 セン		12,000千m3 セン

								利水容量 リスイヨウリョウ		68,000千m3 セン		100,000千m3
（発電・利水） センハツデンリスイ		22,000千m3 セン		31,000千m3 セン

				非洪水期容量配分 ヒコウズイキヨウリョウハイブン				不特定容量 フトクテイヨウリョウ		-		-		22,000千m3 セン		24,000千m3 セン

								利水容量 リスイヨウリョウ		-		-		22,000千m3 セン		31,000千m3 セン

				※上記目的の記号について　F:洪水調節　N:不特定補給　W:上水道用水の補給　I:工業用水の補給　A:かんがい用水の補給　P：発電 ジョウキモクテキキゴウコウズイチョウセツフトクテイホキュウジョウスイドウヨウスイホキュウコウギョウヨウスイホキュウヨウスイホキュウハツデン

				※洪水期、非洪水期の区分が無いダムは洪水期欄に容量を記載 コウズイキヒコウズイキクブンナコウズイキランヨウリョウキサイ
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開発水量・実力(ダム・用途別)

		

						　								現行フルプラン(H16) ゲンコウ				中間評価 チュウカンヒョウカ

				H27 供給 キョウキュウ				事業名　 ジギョウメイ				計画当時の
供給可能量 ケイカクトウジキョウキュウカノウリョウ		安定供給
可能量 カノウリョウ		近年最大渇水時
供給可能量 キョウキュウカノウリョウ		27年間の評価				延伸期間の最大
渇水時供給可能量 エンシンキカンサイダイカッスイジキョウキュウカノウリョウ						安定供給
可能量 カノウリョウ		近年最大渇水時
供給可能量 キョウキュウカノウリョウ		27年間の評価				延伸期間の最大
渇水時供給可能量 エンシンキカンサイダイカッスイジキョウキュウカノウリョウ

														(2/20：S62)		(H6)		(2/27：S62)		(1/27：H6)		(H17)						(2/20：S62)		(H6)		(2/27：S62)		(1/27：H6)		(H17)

						新　規 シンキ		徳山ダム				6.60　　		4.24　　		2.44　　		4.24　　		2.44　　		6.60　　						64%		37%		64%		37%		100%

						既計画で手当済み キケイカクテアテス		木曽川総合用水（岩屋ダム） キソガワソウゴウヨウスイイワヤ				39.56　　		17.41　　		7.91　　		17.41　　		7.91　　		12.26　　						44%		20%		44%		20%		31%

				　				阿木川ダム				4.00　　		2.28　　		1.64　　		2.28　　		1.64　　		3.24　　						57%		41%		57%		41%		81%

				開発水量 カイハツスイリョウ				三重用水				0.86　　		0.65　　		0.34　　		0.65　　		0.34　　		0.52　　						75%		40%		75%		40%		60%

								長良川河口堰 カコウゼキ				22.50　　		16.95　　		6.89　　		16.95　　		6.89　　		22.50　　						75.333%		30.622%		75.333%		30.622%		100%

								味噌川ダム				4.30　　		3.61　　		1.76　　		3.61　　		1.76　　		4.30　　						84%		41%		84%		41%		100%

						牧尾ダム						10.31　　		7.21　　		5.46　　		7.21　　		5.46　　		7.32　　						70%		53%		70%		53%		71%

						その他事業 タジギョウ						0.02　　		0.02　　		0.02　　		0.02　　		0.02　　		0.02　　				ﾀﾞﾑ供給率 キョウキュウリツ		59.4%		30.0%		59.4%		30.0%		64.4%

						小　計 ショウケイ						88.15　　		52.37　　		26.47　　		52.37　　		26.47　　		56.76　　

				自　流 ジナガレ								13.58　　		13.58　　		13.58　　		13.58　　		13.58　　		13.58　　						牧尾ダム				10.305		7.21				5.46				7.32

				地下水 チカスイ								11.15　　		11.15　　		11.15　　		11.15　　		11.15　　		11.15　　						岩屋ダム				39.560		17.41				7.91				12.26

				その他 タ								0.23　　		0.23　　		0.23　　		0.23　　		0.23　　		0.23　　						阿木川ダム				4.000		2.28				1.64				3.24

				合　計 ゴウケイ								113.11　　		77.33　　		51.42　　		77.33　　		51.42　　		81.72　　						三重用水				0.862		0.65				0.34				0.52

																												長良川河口堰 カコウゼキ				22.500		16.95				6.89				22.50

																51.4345　　				51.4345　　								味噌川ダム				4.300		3.61				1.76				4.30

																												徳山ダム		岐阜 ギフ		2.600		1.40		54%		0.96		37%		2.60		100%

																														愛知 アイチ		4.000		2.84		71%		1.48		37%		4.00		100%

																												徳山ダム				6.600		4.24				2.44				6.60

																												合計 ゴウケイ				88.127		52.3524		59.41%		26.45345		30%		56.73735		64.38%

												牧尾ダム		木曽川総合用水（岩屋ダム） キソガワソウゴウヨウスイイワヤ		阿木川ダム		味噌川ダム		合計 ゴウケイ		安定供給可能量 アンテイキョウキュウカノウリョウ		長良川河口堰 カコウゼキ		徳山ダム トクヤマ		三重用水

						施設完成(年月) シセツカンセイネンゲツ						昭和36年3月 ショウワネンガツ		昭和52年3月 ショウワネンガツ		平成3年3月 ヘイセイネンガツ		平成8年11月 ヘイセイネンガツ		－

						ダム利水容量(千m3) リスイヨウリョウセン						68,000		61,900		22,000		31,000		182,900				－		78,000		16,000

						水道用水 スイドウヨウスイ		岐阜県 ギフケン		東濃/加茂 トウノウカモ		1.300		0.400		0.800		0.300		2.800		1.767		-		-		-

										木曽右岸 キソウガン		0.0		0.990		0.0		0.0		0.990		0.436		-		-		-		Ｄ

										岐阜 ギフ		0.0		0.380		0.0		0.0		0.380		0.167		-		-		-

										大垣 オオガキ		-		-		-		-		-		0.000		-		1.200		-

								愛知県 アイチケン		愛知用水 アイチヨウスイ		2.594		0.0		1.102		2.769		6.465		4.521		2.860		-		-

										尾張地区 オワリチク		0.0		7.220		0.0		0.0		7.220		3.177		5.460		3.300		-

								三重県 ミエケン		三重県		0.0		1.000		0.0		0.0		1.000		0.440		2.840		-		0.668

								名古屋市 ナゴヤシ		名古屋市		0.0		11.940		0.0		0.500		12.440		5.629		2.000		-		-

								水道用水計 スイドウヨウスイケイ				3.894		21.930		1.902		3.569		31.295		16.136		13.160		4.500		0.668

						工業用水 コウギョウヨウスイ		岐阜県 ギフケン		東濃/加茂 トウノウカモ		0.500		0.0		0.0		0.0		0.500		0.350		-		-		-

										木曽右岸 キソウガン		0.0		1.200		0.0		0.0		1.200		0.528		-		-		-

										岐阜 ギフ		0.0		3.130		0.0		0.0		3.130		1.377		-		-		-

										大垣 オオガキ		-		-		-		-		-		0.000		-		1.400

								愛知県 アイチケン		愛知用水 アイチヨウスイ		5.911		0.0		2.098		0.731		8.740		5.882		-		-		-

										尾張地区 オワリチク		0.0		6.300		0.0		0.0		6.300		2.772		2.930		-		-

								三重県 ミエケン		三重県		0.0		7.000		0.0		0.0		7.000		3.080		6.410		-		0.194

								名古屋市 ナゴヤシ		名古屋市		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		-		0.700

								工業用水計 コウギョウヨウスイケイ				6.411		17.630		2.098		0.731		26.870		13.989		9.340		2.100		0.194

						都市用水合計 トシヨウスイゴウケイ						10.305		39.560		4.000		4.300		58.165				22.500		6.600		0.862

						農業用水 ノウギョウヨウスイ						20.184		6.130						26.314				-		-		5.990

						合計 ゴウケイ						30.489		45.690		4.000		4.300		84.479				22.500		6.600		6.852

												25.8		15.7		63.7		83.4								136.8		27.0

												68,000千m3 セン		100,000千m3
（発電・利水） センハツデンリスイ		22,000千m3 セン		31,000千m3 セン

										かんがい用水 ヨウスイ		20.184m3/s		6.13m3/s		-		-

										水道用水 スイドウヨウスイ		3.894m3/s		21.93m3/s		1.902m3/s		3.569m3/s

										工業用水 コウギョウヨウスイ		6.411m3/s		17.63m3/s		2.098m3/s		0.731m3/s

										発電用水 ハツデンヨウスイ		30.9m3/s		335m3/s		4.7m3/s		4.7m3/s

								CK				10.305		39.560		4.000		4.300				22.500		6.600		0.862

										可児市上水＝ カニシジョウスイ				0.40

										木曽川右岸＝ キソガワウガン				0.99

														1.39

												牧尾ダム		木曽川総合用水（岩屋ダム） キソガワソウゴウヨウスイイワヤ		阿木川ダム		味噌川ダム		合計 ゴウケイ		安定供給可能量 アンテイキョウキュウカノウリョウ		長良川河口堰 カコウゼキ		徳山ダム トクヤマ		三重用水

						施設完成(年月) シセツカンセイネンゲツ						昭和36年3月 ショウワネンガツ		昭和52年3月 ショウワネンガツ		平成3年3月 ヘイセイネンガツ		平成8年11月 ヘイセイネンガツ		－		－

						ダム利水容量(千m3) リスイヨウリョウセン						68,000		61,900		22,000		31,000		182,900				－		78,000		16,000

						都市用水 トシヨウスイ		岐阜県 ギフケン		東濃/加茂 トウノウカモ		1.800		0.400		0.800		0.300		3.300		2.117		0.0		0.0		0.0

										木曽右岸 キソウガン		0.0		2.190		0.0		0.0		2.190		0.964		0.0		0.0		0.0

										岐阜 ギフ		0.0		3.510		0.0		0.0		3.510		1.544		0.0		0.0		0.0

										大垣 オオガキ		0.0		0.0		0.0		0.0		-		0.000		0.0		2.600		0.0

								愛知県 アイチケン		愛知用水 アイチヨウスイ		8.505		0.0		3.200		3.500		15.205		10.403		2.860		0.0		0.0

										尾張地区 オワリチク		0.0		13.520		0.0		0.0		13.520		5.949		8.390		3.300		0.0

								三重県 ミエケン		三重県		0.0		8.000		0.0		0.0		8.000		3.520		9.250		0.0		0.862

								名古屋市 ナゴヤシ		名古屋市		0.0		11.940		0.0		0.500		12.440		5.629		2.000		0.700		0.0

								都市用水計 トシヨウスイケイ				10.305		39.160		4.000		4.300		57.765		29.949		22.500		6.600		0.862

												牧尾ダム		木曽川総合用水（岩屋ダム） キソガワソウゴウヨウスイイワヤ		阿木川ダム		味噌川ダム		合計 ゴウケイ

								施設完成(年月) シセツカンセイネンゲツ				昭和36年3月 ショウワネンガツ		昭和52年3月 ショウワネンガツ		平成3年3月 ヘイセイネンガツ		平成8年11月 ヘイセイネンガツ		－						安定供給可能量 アンテイキョウキュウカノウリョウ

								ダム利水容量(千m3) リスイヨウリョウセン				68,000		61,900		22,000		31,000		182,900						－

								岐阜県 ギフケン		水道用水 スイドウヨウスイ		1.300		1.770		0.800		0.300		4.170						2.370

										工業用水 コウギョウヨウスイ		0.500		4.330		0.0		0.0		4.830						2.255

										農業用水 ノウギョウヨウスイ		0.0		6.130		0.0		0.0		6.130						2.697

								愛知県 アイチケン		水道用水 スイドウヨウスイ		2.594		7.220		1.102		2.769		13.685						7.697

										工業用水 コウギョウヨウスイ		5.911		6.300		2.098		0.731		15.040						8.654

										農業用水 ノウギョウヨウスイ		20.18		0.0		0.0		0.0		20.184						14.129

								三重県 ミエケン		水道用水 スイドウヨウスイ		0.0		1.000		0.0		0.0		1.000						0.440

										工業用水 コウギョウヨウスイ		0.0		7.000		0.0		0.0		7.000						3.080

								名古屋市 ナゴヤシ		水道用水 スイドウヨウスイ		0.0		11.940		0.0		0.500		12.440						5.629

										工業用水 コウギョウヨウスイ		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0						0.0

								合計 ゴウケイ				30.49		45.69		4.00		4.30		84.48						46.95





開発水量・実力(ダム・用途別)

		



牧尾ダム

木曽川総合用水（岩屋ダム）

阿木川ダム

味噌川ダム

安定供給可能量(2/20)



100510修正

		



牧尾ダム

木曽川総合用水（岩屋ダム）

阿木川ダム

味噌川ダム

安定供給可能量(2/20)



																																【H21年10月時点】 ネンガツジテン

				■各ダムの供給先別、用途別水利権量 カクキョウキュウサキベツヨウトベツスイリケンリョウ																												（単位：m3/s） タンイ

				河川名 カセンメイ		取水
地点 シュスイチテン		用水名 ヨウスイメイ		供給先 キョウキュウサキ				主な
自流
取水 オモジリュウシュスイ				牧尾
ダム マキオ		岩屋
ダム イワヤ		阿木川
ダム アギガワ		味噌川
ダム ミソカワ		長良川
河口堰 ナガラガワカコウゼキ		徳山
ダム トクヤマ		新丸山
ダム シンマルヤマ		三重
用水 ミエヨウスイ

																		管理開始年 カンリカイシネン

																		S36		S52		H3		H8		H7		H20				H5

				木曽川 キソガワ		落合 オチアイ		岐阜東部上水道　※ ギフトウブジョウスイドウ		岐阜 ギフ		上水 ジョウスイ				2.300		1.300				0.800		0.200

						兼山 カネヤマ		愛知用水 アイチヨウスイ		愛知 アイチ		農水 ノウスイ				20.184		20.184

										愛知 アイチ		上水 ジョウスイ				4.225		2.594				1.102		0.529

										愛知 アイチ		工水 コウスイ				8.578		5.911				2.098		0.569

										岐阜 ギフ		農水 ノウスイ		1.330		0.000

										岐阜 ギフ		工水 コウスイ				0.500		0.500

						川合 カワア		岐阜東部上水道　※ ギフトウブジョウスイドウ		可児市 カニシ		上水 ジョウスイ								0.300		0.100

						白川 シラカワ		木曽川総合用水 キソガワソウゴウヨウスイ		岐阜 ギフ		農水 ノウスイ		1.520		5.480				5.480

										岐阜 ギフ		上水 ジョウスイ				0.750				0.750

										岐阜 ギフ		工水 コウスイ				0.180				0.180

						鵜沼 ウヌマ		木曽川総合用水 キソガワソウゴウヨウスイ		岐阜 ギフ		農水 ノウスイ				0.650				0.650

						犬山 イヌヤマ		名古屋市水道 ナゴヤシスイドウ		名古屋 ナゴヤ		上水 ジョウスイ		3.620		0.000

								木曽川総合用水 キソガワソウゴウヨウスイ		愛知 アイチ		上水 ジョウスイ				4.780				4.780

										名古屋 ナゴヤ		上水 ジョウスイ				5.174				5.174

								愛知用水 アイチヨウスイ		愛知 アイチ		上水 ジョウスイ				2.240								2.240

										愛知 アイチ		工水 コウスイ				0.162								0.162

								名古屋市水道 ナゴヤシスイドウ		名古屋 ナゴヤ		上水 ジョウスイ				0.500								0.500

								濃尾用水 ノウビヨウスイ		愛知 アイチ		農水 ノウスイ		6.520		0.000

								濃尾用水 ノウビヨウスイ		愛知 アイチ		農水 ノウスイ		44.540		0.000

						朝日
・尾西 アサヒビサイ		名古屋市水道 ナゴヤシスイドウ		名古屋 ナゴヤ		上水 ジョウスイ		3.940		0.000

										名古屋 ナゴヤ		工水 コウスイ				0.000

								木曽川総合用水 キソガワソウゴウヨウスイ		名古屋 ナゴヤ		上水 ジョウスイ				2.256				2.256

										愛知 アイチ		上水 ジョウスイ				2.440				2.440

						馬飼 マカイ		木曽川総合用水 キソガワソウゴウヨウスイ		愛知 アイチ		農水 ノウスイ		20.440		0.000

										愛知 アイチ		工水 コウスイ				2.010				2.010

										三重 ミエ		農水 ノウスイ		5.190		0.000

										三重 ミエ		上水 ジョウスイ				1.000				1.000

										三重 ミエ		工水 コウスイ				5.380				5.380

				長良川 ナガラガワ		河口堰 カコウゼキ		長良導水 ナガラドウスイ		愛知 アイチ		上水 ジョウスイ				2.860										2.860

								北中勢水道 キタチュウセイスイドウ		三重 ミエ		上水 ジョウスイ				0.812										0.812

								北伊勢工業用水 キタイセコウギョウヨウスイ		三重 ミエ		工水 コウスイ		2.951

				揖斐川 イビガワ		岡島 オカジマ		西濃用水　※ セイノウヨウスイ		岐阜 ギフ		農水 ノウスイ		13.860		0.000												7.860

						牧田川 マキタガワ		三重用水 ミエヨウスイ		三重 ミエ		上水 ジョウスイ				0.668																0.668

										三重 ミエ		工水 コウスイ				0.131																0.131

										三重 ミエ		農水 ノウスイ				5.990																5.990

				計 ケイ										103.911		79.250		30.489		30.400		4.100		4.200		3.672		7.860		0.000		6.789

																		87.510

				※１．数値は水利権量。 スウチスイリケンリョウ

				※２．ダム等の開発水量のうち、取水地点等の決まっていない利水は記載していない。 トウカイハツスイリョウシュスイチテントウキリスイキサイ

				※３．取水地点、落合の岐阜東部上水道の数値は各ダムの最大値であり、３ダム合計での水利権量は1.64m3/s。 シュスイチテンオチアイギフトウブジョウスイドウスウチカクサイダイチゴウケイスイリケンリョウ

				　　　　また、阿木川ダム、味噌川ダムにおける川合と落合の取水量の合計量は、各ダムの落合地点の水利権量の範囲内。 アギガワミソガワカワイオチアイシュスイリョウゴウケイリョウカクオチアイチテンスイリケンリョウハンイナイ

				※４．徳山ダムの西濃用水の数値は横山ダムのかんがい振替分。 トクヤマセイノウヨウスイスウチヨコヤマフリカエブン

				※５．主な自流取水は全ての自流取水量ではない。 オモジリュウシュスイスベジリュウシュスイリョウ



(m3/s)

(m3/s)

牧尾ダム

木曽川総合用水（岩屋ダム）

阿木川ダム

味噌川ダム

安定供給可能量(2/20)

(m3/s)

牧尾ダム

木曽川総合用水（岩屋ダム）

阿木川ダム

味噌川ダム

安定供給可能量(2/20)





木曽川上流ダム群の運用(シリーズ運用②)

伊勢湾

飛騨川 木曽川

牧尾ダム

Ｓ３６竣工

岩屋ダム

Ｓ５２竣工

阿木川
ダム

Ｈ２竣工

味噌川ダム

Ｈ８竣工

補給日数：16日（※１）

補給日数：26日（※１）

補給日数：83日（※１）

補給日数：64日（※１）

徳山ダム

Ｈ２０管理開始

揖斐川

補給日数：136日（※１）

連絡導水路

都市用水の
利水容量：53,600千m3

開発水量：39.56m3/s

都市用水の
利水容量：23,000千m3

開発水量：10.305m3/s
都市用水の

利水容量：31,000千m3

開発水量：4.30m3/s

都市用水の
利水容量 ：78,000千m3
(うち木曽川分 ：47,000千m3)
開発水量 ：6.6m3/s
(うち木曽川分 ：4.0m3/s)

都市用水の
利水容量：22,000千m3

開発水量：4.00m3/s

※１：利水容量を満水とし流入は考慮せず、開発水量の
全量取水したと仮定した場合に、ダムが枯渇するま
での日数

※２：都市用水の利水容量は、利水容量を都市用水と農
業用水の開発水量比で按分して算出

（※２）

（※２）

（※２）

（※２）（※２）
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 木曽川水系で完成時期が古い牧尾ダム、岩屋ダムは、開発水量（補給水量）が大きく、他ダムより先行して補給するため、補給
日数が短くなる。

 この結果、他ダムに比べて貯水率の減少が大きい傾向となる。
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 過去最大時（H6）の牧尾ダム、岩屋ダム、阿木川ダムの貯水率の推移です。
 他ダムより先行補給を行うダム（牧尾ダム、岩屋ダム）は、渇水初期の補給量が多いため、貯水量が早い段階で減少します。

木曽川上流ダム群の運用（H６渇水事例）
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中部地方水供給リスク管理検討会
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• 中部地方は、「ものづくり」の拠点として社会経済を支える重要な地域となっているが、平成6年をはじめ近年も渇水が頻発している

ほか、地震や火山噴火等の水供給に影響を与えるリスクを多く抱えている。

• 水供給の停止等が発生すると、社会経済に甚大な影響を及ぼすおそれがあるため、中部地方整備局がリスク管理型の水の安定

供給のあり方を検討するため、『中部地方水供給リスク管理検討会』を2018(H30)/11に設置した。

• これまでモデル水系（矢作川水系）を選定し、水供給リスクによる影響・被害及び対応策等の検討を進め、検討手法・流れを確立し

たところであり、今後、モデル水系の検討手法を適用し、各水系の検討も進める予定である。（木曽川水系はR3.5から検討着手）

氏名 所属 分野 備考

奥野 信宏
（公財）名古屋まちづくり公社

名古屋都市センター長
地 域 委員長

辻本 哲郎 名古屋大学名誉教授 河 川

冨永 晃宏 名古屋工業大学名誉教授 水資源

中北 英一 京都大学防災研究所所長教授 水文気象

能島 暢呂 岐阜大学教授 防 災

本山ひふみ 愛知淑徳大学教授 生 活

森 直樹 （一社）中部経済連合会社会基盤部長 経 済

委員（R3．5時点）

検討会の開催状況

検討会の経緯

日付 主な内容

第1回 H30.11.1 中部地方の水利用の状況・リスク要因

第2回 H31.3.5 リスク管理の考え方、モデル水系の選定（矢作川）

第3回 R1.7.24 モデル水系への適用方法の検討

第4回 R1.12.18 リスク要因の規模（外力）の検討

第5回 R2.3.17 過去の実績に基づく想定、供給遮断被害の検討（水道）

第6回 R2.7.22 供給遮断被害の検討（工業用水・農業用水）

第7回 R2.11.2 気候変動を用いた想定

第8回 R3.1.28 矢作川水系の検討結果をとりまとめ

第9回 R3.5.7 モデル水系の成果をもとに、木曽川水系の検討に着手
木曽川
の検討

矢作川
の検討



出典：JAPAN PLATFOMEのＨＰ

“SＤＧs”ってなに？ ・・・・ 持続可能な開発目標
■ SDGsには17のゴールと169のターゲットが定められており、その１つとして、水と衛生に関する単独のゴール（ゴール6. 全ての
人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する）が設定されています。
★今後も水問題解決・改善に向けて努力が必要です。
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中部地方水供給リスク管理検討会

■ 中部地方は、「ものづくり」の拠点として社会経済を支える重要な地域となっており、大規模災害等により水供給の停止等が発生すると、社会経済に
甚大な影響を及ぼすおそれがあります。

■ 中部地方におけるリスク管理型の水の安定供給のあり方を検討するため、中部地方水供給 リスク管理検討会を2018(H30)年11月に設置しました。

【設立趣旨】

https://www.cbr.mlit.go.jp/kawatomizu/mizukyoukyu/index.htm

■ 愛知県西三河地域では、日本でも有数な工業地帯であり、農業の盛んな地域です。矢作川の水利用は、各種用水や水力発電等により西三河
地域の発展に貢献してきました。

■ 中部地方水供給リスク検討会では、モデル水系として【矢作川】を選定し、水供給に大きな 影響を与えるリスク要因（外力やシナリオ）の検討
から、水供給の停止等が地域や利用者に 与える影響・被害の程度を明らかにし、「矢作川水系のリスク管理型の水の安定供給のあり
方」について、とりまとめを行いました。

【矢作川水系の検討の進め方】

“水の持続可能な管理”を考えるうえで、気候変動による影響も重要な要因になってきます。
■ 気候変動による降水パターンの変化は、無降水日数の増加等や積雪量の減少、蒸発散量の増加による河川流量の減少や地下水位の低下を
引き起こすといわれています。
また、冬季の降雨事象の増加とともに積雪量が減少することや融雪時期の早期化などにより、 需要期に水を供給することができない可能性も

懸念されています。
これらの影響は、農業生産基盤や自然生態系、国民生活等の他分野にも影響を及ぼします※

※気候変動適応法に基づき、気候変動影響の総合的な評価についての報告書「気候変動影響評価報告書」（環境省）より抜粋

矢作ダム完成から50周年
記念ロゴマーク
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H6渇水の被害状況

平成６年渇水時には、矢作ダムの貯水量が非常に厳しい状況になり、ダムが枯渇し甚大な被害が生じるのを防ぐため、１１３日間の取水制限を行ないま
した。

農業用水、工業用水の取水制限率が最大65％、生活用水が最大33％の取水制限を実施し、特に生活用水では制限期間中に生活用水の一時断水が６
月５日～６月１６日、７月４日～７月２８日の３３日間、時間給水が８月１７日～８月３１日の１５日間行われました。

なお、９月中旬～下旬の降雨により貯水量は回復し取水制限が解除されました。

矢作ダム貯水池1994(H6).7

【生活用水】 時間給水：10,800戸(2町)
一時断水： 3,800戸(4市4町)

【工業用水】 被害額 約105億円
【農業用水】 被害額 約 10億円

出典：平成6年異常渇水の記録(愛知県企業庁)
平成6年災害の記録(愛知県)

平成6年渇水における被害状況

昭和45年完成

農業用水

農業用水

矢作川

７割

木曽川

３割

農業工業生活

矢作川の水利用

矢作ダム(国交省)

■矢作川水系から水供給がされている地域を矢作川圏域と呼称します。

■西三河地域の7市1町･約138万人の生活用水の使用水量は約6m3/s程度です。
このうち約7割が県営水道から供給されており、その水源は矢作川に約7割、木
曽川にも約3割を依存しています。

■そのうち、生活用水と工業用水の矢作川の水源が、矢作ダムに依存している状
況です。

農業工業生活

矢作ダム完成から50周年
記念ロゴマーク

通常時の矢作ダム貯水池

渇水年の取水制限日数と
矢作ダム貯水状況
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過去の実績・気候変動の影響による水量不足

■気候変動を考慮した将来の想定（最大級のリ
スク）によると、4℃上昇(将来実験)と現在気候
(過去実験)を比べた場合、1994(H6)年渇水に
匹 敵する少降雨状態の発生頻度が２倍以上
に高まる傾向が確認されました。

頻
度
２
倍
以
上

ダム枯渇

■ダムが枯渇した場合、西三河の市町への生活用水が、通常時と比べて約９０％供給
できなくなると想定されます。

■豊田市の場合：生活用水が、通常時と比べて約７０％供給できなくなると想定され、
断水・時間給水等の影響が発生します。

※気候変動：気象シミュレーションモデル(SI-CAT)データを用い、台風が接近するものの降水量が少ない事例を確認した。
SI-CAT：文部科学省 気候変動適応技術社会実装プログラム
今回使用したデータはSI-CATにおいて北海道、沖縄を除く領域についてd4PDFを力学的ダウンスケールした演算結果を使用した。

【右図】全国地球温暖化防止活動推進センター(JCCCA)HP
「IPCC第5次評価報告書特設ページ」から転載

ダム枯渇

緊急以外の手術や人工透析が困難
公共の簡易トイレの利用
(居所のトイレ利用が不可)

■気候変動の影響を考慮したデータを用
いて外力を想定した場合、矢作ダムの枯
渇期間が８月下旬から約３ヶ月程度に及
ぶと想定されます。

【気候変動の影響に基づくリスク】

くみ置き水による生活

【過去の実績に基づくリスク】

■実績最大の1994（H6)渇水において渇水
を解消させた9月中下旬の降雨が無かっ
た場合、矢作ダムの枯渇期間が9月下旬
から約１ヶ月程度に及ぶと想定されます。

■生活用水では、終日断水するおそれが
あり、日常生活や福祉・医療等への影響
など、被害の拡大が想定されます。

■ダム枯渇期間が過去の実績に基づくリ
スクの３倍の期間であり、過去の実績より
もはるかに大きな影響・被害が想定され
ます。

■水供給のリスクについては、現時点で考えられる被害が最大となる外力を想定して
影響・被害を検討しました。

【気候変動の影響】

■ 関係機関と連携して、リスク及びその影響を把握し、対応策の準備が必要です。
→水供給の危機時において最低限必要な水を確保するための対応策候補は以下
のとおりです。

【対応策】

■ 水供給リスクの対応策としては、ハード対策とソフト対策の両方が
必要です。
■ すぐに実施可能なソフト対策として、例えばタイムラインの作成など
をおこなっていく 必要があります。
■ また、ソフト対策だけではなく、ハード対策として、既存施設の徹底

活用や他水系（木曽川）との連携などの事前対策をおこなっていくこ
とが必要不可欠です。

ハード対策 ソフト対策

取水・送水施設管理者(水道事業者)水源施設管理者(ダム・河川管理者)

【想定される対応策】

☆危機に備えた事前対策

(被害を最小限に抑える）

・同一用途間の連携

・他水系との連携

・非常用水の備蓄

など

☆危機に備えた事前対策

（流域関係者での水供給施
設の一体的な連携）

・多用途間の連携

・リスク周知・タイムライン作成

・水利使用調整 など

☆既存施設の徹底活用
（効率的な運用により危

機的渇
水に長く堪え、早期の

回復）
・水源施設の運用見直し
・水源増強 など

☆危機に備えた事前対策
(被害を最小限に抑える）

・非常用水の備蓄
・他水系との連携 など

ハード対策
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【渇水対応タイムラインとは】
■ 渇水の状況や被害等を想定した渇水シナリオに応じて、渇水被害の軽減・最小化のための対応
策等を時系列で整理した行動計画であり、関係機関連携のもと作成するものです。

出典：渇水対応タイムライン作成のためのガイドライン（初版）の概要(平成31年3月 国土交通省水資源部)を参考に作成

河川管理者からの広報（イメージ）前提条件　：　水道用水の隣接水系からの取水は30%節水中
　農業用水 ～30%取水制限 取水制限率30%超え
　水道用水 ～20%取水制限 取水制限率20%超え
　工業用水 ～40%取水制限 取水制限率40%超え
経験済みの渇水（20xx年6月～8月）

【需要サイド】

一般市民 家庭で取り組める節水 減圧給水・一時断水 断水

水道水のくみ置き（断水地域）
渇水弱者の自主避難

他地域への疎開

【供給サイド】

水道事業者 自主節水の検討

自己水源（地下水等）の取水強化→断水

渇水水利調整協議会

住民への節水協力よびかけ

応急給水の実施

【供給サイド】

ダム事業者 貯水状況や節水の広報

（河川管理者も含む） 渇水対策本部の設置

死水の取得

【調整・対応サイド】

国・県・市町 渇水対策支部の設置（河川管理者による河川状況の監視）

節水の広報　

渇水水利調整協議会
土地改良区・水道事業者・大口利水者（工業）への節水協力依頼

公的支援の検討・実施

自衛隊派遣の検討
疎開計画の検討

水
用途
分野

対応主体

個人生活

危機的渇水

未経験の渇水
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